
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１２月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 11 清  塚  武  敏 

11 日 

（月） 

2 16 中  沢  一  博 

3 2 梅  沢  道  男 

4 13 岡  村  雅  夫 

5 8 永  井  拓  三 

6 4 吉  田  光  利 

7 15 寺  口  友  彦 

12 日 

（火） 

8 6 田  中  せ つ 子 

9 19 関     常  幸 

10 9 桑  原  圭  美 

11 21 牧  野     晶 

12 10 塩  川  裕  紀 

13 日 

（水） 

13 3 目  黒  哲  也 

14 1 大  平     剛 

15 14 佐  藤     剛 

16 5 中  沢  道  夫 

計  １６名 



 

 

 

 

 

 

【質問方式】（いずれも質問制限時間（答弁時間を含まない。）は 30 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

北里大学保健衛生専門学院と市の関わりについて  

 

北里大学保健衛生専門学院は、昭和 57 年４月の開校以来、30 年

以上にわたり魚沼地方で高校新卒者を受け入れる唯一の高等教育

機関として、医療従事者を養成し、地域の医療機関に人材を供給

してきた。現在は３学科１専攻科の体制で、教職員、在学生で 900

名を超えており、当市への経済効果は非常に大きいものがある。

しかし、「県立十日町病院附属看護専門学校」の開校が平成 32 年

４月と示されたことにより、志願者数の減少または学科の縮減等

が懸念される。今後の南魚沼市の「ＣＣＲＣ構想」「健康ビジネス

構想」「メディカルタウン構想」そして基幹病院を核としたまちづ

くりには、北里大学保健衛生専門学院の存在無くしては考えられ

ない。市長の考えを伺う。 

 

（１）医療スタッフが不足するなか、地元子どもたちの入学や卒業

生の市内医療機関就職に、市としてどの様な取組をしてきたの

か。 

 

（２）学校法人北里研究所と南魚沼市との連携協力に関する包括協

定を締結して来年で 10 年になる。成果と今後の展望は。 

 

（３）県立十日町病院附属看護専門学校の開校を利点にするととも

に、北里大学保健衛生専門学院も存続していくために、市とし

て県にどう働きかけをしていくのか。  

議 席 

１１  

清

塚

武

敏 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

１ 未来への投資・多子世帯への軽減施策について  

 

少子化に南魚沼市が直面する課題に対して、どう政策を展開し

て行くべきか問われている。経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の主

要 28 か国のデータに基づく分析の結果、各種政策の中でも子育て

支援の効果が大きいと指摘されている。まさに子育て支援は南魚

沼市を元気にする施策と考える。そこで市長に問う。  

 

（１）学校給食の第３子以降の無償化の考え方について  

①家庭環境による栄養格差の実態は。  

②学校給食の実態は。（未払い世帯・就学援助等）  

③実施した場合の予算額は。  

 

（２）児童の安心な居場所に、放課後子ども教室の今後の考え方に

ついて  

 

 

２ 急増するカードローンの実態について  

 

消費者個人に無担保で資金を貸し付ける銀行カードローンの利

用者が急拡大し、自己破産が増加していると指摘されている。多

重債務問題が再熱する恐れが心配だが、実態を伺う。  

議 席 

１６  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

１ 医療再編の完結に向けた取組と市立病院群への対応について 

 

医療再編の完結に向け、市立病院群の役割は一層重要となって

いるが、市長の現在の認識と今後の病院事業への対応について伺

う。 

 

２ 原発政策について 

 

（１）市長は「個人の考えは別としても、市長としては現状での原

発の再稼働は認めることはできない」としていたが、就任１年

を迎えた現在の考えを伺う。 

（２）市長は「市民の生命・財産を守ることは最も重要な務めだ」

とし、原発事故は「冬期間は大変なことになる」と話している

が、市の防災計画（原子力災害対策編）で事故対応は可能か。

当市でも原発廃止は極めて重要な課題と思うが、市長の考えを

伺う。 

（３）市長は東京電力について「その体質を疑わざるを得ない」と

答弁しているが、原子力規制委員会の審査で事実上「合格」が

出された現在の考えを伺う。 

（４）「核のゴミ」受入れ県内首長アンケートでは「交付金の魅力」

項目に対し、県内で唯一「とても魅力的」と回答しているが、

市長の真意を伺う。 

（５）市長の原発政策に対する考えを県や国、市民、更には職員に

対し明確に示し、強いリーダーシップを持って対策を進めるべ

きと考えるが、市長の考えを伺う。 

 

３ 八箇峠道路（八箇 IC～野田 IC 間）開通に伴う交通対策について 

 

（１）八箇峠道路の六日町・余川ＩＣ開通までの進捗状況と今後の

見通しについて伺う。 

（２）八箇峠道路の一部開通後、一部交差点で渋滞が発生している。

また、野田ＩＣでは逆走しそうになる車が目立つ。これらの解

消対策について伺う。 

議 席 

２  

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

１ 南魚沼版ＣＣＲＣについて 

 

（１）「事業化ステージ基本計画（その１）」は、株式会社山下ＰＭ

コンサルタンツで構想してきた。ここに至っての業務委託内

容・委託費・調査結果を示せ。 

（２）首都圏移住・定住セミナーの参加人数が報告されているが、

評価を伺う。 

（３）「協議パートナーと構想実現に向けた協定締結の条件整理を進

めている」というが、内容を示せ。 

 

 

２ ＧＩＴＰ（グローバルＩＴパーク）南魚沼について 

 

（１）１年もたたないうちに家賃の減免（３年間免除）がされてい

る。契約時に諸問題が想定されなかったのか。契約の内容・変

更を明らかにすべきである。 

（２）アダム・イノベーション株式会社の説明を求める。 

（３）構想の実現性は見込めるか。 

（４）国際大学での「お試しサテライトオフィス事業」の成果の説

明を求める。 

（５）進出企業の従業者は３か月で交代。短期滞在ビザでの入国で

就労。基本的な部分が満たされていない。改善の見込みはある

のか。 

（６）ＧＩＴＰ南魚沼の関連事業費を伺う。 

 

 

３ 新ごみ処理施設建設について 

 

（１）過大な施設建設にならないよう留意すべきと思うが、所見を

伺う。 

（２）建設地は市主導で選定するとしているが、住民の理解を得る

には、公表しての取組が必要になる。スケジュール・手法を示

せるか。 

（３）最終処分場の検討もこの機会にすべきと思うが、所見を伺う。 

議 席 

１３  

岡

村

雅

夫 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

１ スポーツと健康との関わり合い 

 

現在、我が市の医療費は増加をしているのが現実である。その

医療費の増加を抑制するためには、予防という観点からの対策が

求められている。南魚沼市は盆地地形をしているため、ジョギン

グなどの運動に適している。そのためには河川敷の整備などを行

い、スポーツの推進などを考えていく必要がある。また、アンチ

エイジングという観点からもスキーの存在は大きいという研究結

果もあるので、スキー文化の維持が大切だろう。  

 

（１）スポーツと健康増進について市はどのように考えているか。  

 

（２）スキー（スノーボード）を使った健康増進について、考えは

あるか。 

 

（３）アウトドアスポーツの推進について、考えはあるか。 

 

 

２ 生涯学習のこれからについて 

 

人は一生涯学ぶ。学びこそが人の生きがいになることは自明の

理である。生涯学習とは幅広く、室内で学ぶものや、自分の目で

見て学ぶもの、体を動かして学び感じるものなど様々である。こ

れからの生涯学習の計画は、市民のためだけではなく移住という

観点でも魅力的な市を作り上げるうえで大切なことである。  

 

（１）市の生涯学習の計画はいかに。 

 

（２）魅力ある市の構築のための計画はいかに。 

 

（３）ＣＣＲＣとの関連性はどのように考えているのか。 

議 席 

８  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

１ 三国川ダム観光について 

 

三国川ダムは南魚沼市にとって①洪水調整②流水の正常な機能

③水道用水④発電と、役割・機能・貢献は絶大なものがある。さ

らに、大きな観光資源でもある。しかしながら、平成 23 年豪雨災

害、平成 29 年落石危険に伴い、ダム周辺道路通行止めは観光不振

の致命傷となっている。利用者ピークは 17 万８千人から、おそら

く今年は５万人を大きく割ると予測される。ビッグイベントのロ

ードレース中止は、直接的間接的に経済効果・地域活性化に大き

いダメージとなった現実がある。三国川ダム観光振興の観点から、

以下について林市政の考えを伺う。 

 

（１）三国川ダム観光について、目標と方向付けをどう考えるのか。 

 

（２）現在、通行止めとなっている周辺道路復旧にどのように取り

組むのか。 

 

（３）ロードレースと三国川ダム観光の協調を推進すべきと思うが、

どうか。 

 

 

２ 子ども・子育て支援事業について 

 

子どもは国の宝である。「子ども・子育て支援事業」での子育て

世代の保護者への就労支援サービスは、南魚沼市の生産性・雇用

創出安定・活性化面で重要サービスと考える。そこで、以下につ

いて伺う。 

 

（１）病児保育室増設が必要と考えるが、計画はあるのか。  

 

（２）病後児保育の利用状況と今後の方向付けをどう考えるのか。  

 

（３）学童保育待機児童対策について、どのように取り組むのか。  

 

議 席 

４  

吉

田

光

利 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

１ 産業振興について 

 

海外旅行者を呼びこむため、浦佐駅舎に海外民間旅行代理店の

誘致とほくほく線を活用したツアールート作成に、来年度予算で

取り組むのかうかがう。 

 

 

２ 環境共生について 

 

一般廃棄物処理計画の二市一町でのすり合わせを速やかに行

い、その後、施設整備を検討するという段取りをなぜ行わないの

かをうかがう。 

 

 

３ 保健・医療・福祉について 

 

地域包括ケアシステムの在宅医療事業について、来年度予算は

だれが責任をもって取り組むのかうかがう。  

 

 

４ 教育・文化について 

 

来年度から始まる道徳教育で子どもの自殺を未然に防ぐ方策を

どう教え、一体となった防止策をどう構築していくつもりなのか

をうかがう。 

議 席 

１５  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

１ 学童保育待機解消について 

 

少子高齢化が進む当市にとって、子育て中でも安心して働き続

ける為の子育て支援充実は、最重要課題と考える。子どもの人数

は減少しているが、学童保育については毎年申込人数が増え、共

働き核家族が増加している中で、今後もその傾向が続くと考えら

れる。申込みの割合は全児童数の３割で、本年６月の時点では７

校で通年と長期休暇の合計 100 人近い待機となり、早期対応を望

む声が多い。 

 

（１）今後の場所確保はどう進めるのか。 

 

（２）放課後児童支援員を確保する為の処遇改善が重要だが、どう

取り組むのか。 

 

（３）保護者や委託先との情報交換と現場確認は充分か。  

 

 

２ 職員の意識改革と行政姿勢の変革について 

 

市長は１年前の 12 月議会の所信表明で「職員の意識改革や行政

姿勢の変革を進めることで、市民と行政の一体感や市行政に対す

る信頼感が飛躍的に高まると確信しています」と発言した。この

１年間の成果について伺う。 

 

（１）具体的な取組と成果事例、特に変革が必要と考えている点は

あるのか。 

 

（２）市民と行政の一体感や信頼感を高めるには、市民の声に真摯

に耳を傾ける事が重要であり、市民が変革を実感する事が必要

と考えるが、市政ポストはどう活用しているのか。 

議 席 

６  

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

その他地域における地下水採取について 

 

六日町市街地は、平成６年に地盤沈下区域の消雪用井戸の新規

掘削を禁止してきた。新規の井戸掘削や既存井戸の更新ができな

いため、六日町市街地の人口流失等空洞化がみられることから市

民から井戸掘削ができるようにと強い要望が上がった。  

本年９月議会で、地盤沈下区域で井戸掘削ができる条例改正が

行われ、10 月１日から施行された。重点区域内（地盤沈下区域）

で、新設 12 件、堀替え 11 件等の申請が上がり、市街地の皆さん

の願いが達成されたことは大変喜ばしいことである。 

条例改正の背景や理由は地盤沈下区域での井戸掘削が出来るよ

うにすることであり、雪降りを前に改めて新条例を精査すると、

その他地域（大和、塩沢、重点地域を除いた六日町）で、許可水

量の縮減が見られる。そして、冬期間に故障した時などは、新条

例では許可が下りるまで時間がかかり、市民生活に支障が起きる。 

このように、その他地域においては故障によるポンプの入れ替

えや新規掘削では、新条例によって従来より雪が消えないという

ことが懸念されるが、市長の見解を伺う。 

議 席 

１９  

関

 

常

幸 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

増加する発達障がいに対するケアについて  

 

文部科学省の調査によると、学校教育法施行規則が改正となっ

た 1993 年以降、2016 年までに発達障がいを理由に通級指導教室で

学ぶ児童生徒の数は７倍以上に増加している。発達障がいを持つ

子どもが増加した原因は諸説ある。当市では良い対応を行ってい

ると感じているが、更に充実させる必要がある。  

ここで必要なのは、子ども達と保護者に対するケアである。発

達障がいは早期の発見と早期のケアが重要であるため、その対策

について。 

 

（１）保護者向けの相談支援の状況について  

  

（２）早期発見と療育に対する考え方について  

  

（３）学童保育における発達障がいの専門知識を持った人材の配置

について 

 

 

議 席 

９  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

１ 横乗り系スポーツの聖地化を目指せ 

 

市長は、冬期間、強化選手が練習する為に市内学校に入校しモ

ンスターパイプなどの施設を利用し練習してゆくという方針を挨

拶等で語ったりするが、将来的にどのような位置づけをもってお

こなうのか確認する。 

 

 

２ 市民に優しい南魚沼を目指せ 

 

学童保育で自宅か学校の 500 メートル以内に祖父母等が居住し

ている場合は学童に入所できないともとれる文章が配布された。

子育てを大切にしてゆくという市の姿勢、市長の公約に反してい

ると思うがどうか。 

議 席 

２１  

牧

野

 

晶 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

ふるさと納税について 

 

６月１日より開始したふるさと応援寄付金に係る返礼品制度

は、順調に推移している。この勢いを次年度以降もさらに伸ばす

とともに、今後も寄付金が有効に活用され、本当の意味の南魚沼

ファンに繋げていくためにも、新たな返礼品の発信とブランド（品

質）を維持し、寄付金の使い道を納税者や市民にしっかりと示し

ていくことが重要と考えるが、市長の見解を伺う。 

 

（１）ふるさと納税の次年度への期待と課題は。  

 

（２）寄付していただいた方に寄付金が有効に活用されていること

と使い道をどう示していくのか。 

 

（３）寄付金の使い道のうち、「市長にお任せコース」はどのように

考えているか。 

 

（４）新たな返礼品（地域ブランド）をどのように発信し、今後取

り組んでいくのか。 

 

（５）返礼品、特に 90％を占める南魚沼産の米は南魚沼市の看板で

あり、粗悪な返礼品は絶対にあってはならない。行政側で品質

等をチェックする機能が必要と考えるが如何か。 

議 席 

１０  

塩

川

裕

紀 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

１ 活力ある観光振興について 

 

（１）食によるまちおこしにより勢いをつけるためにＢ-１グランプ

リを誘致してはどうか。 

 

（２）東京オリンピック・パラリンピック大会に向けて地域活性化

並びに観光振興等に資する観点からホストタウンに登録すると

ともに、外国からの事前合宿を誘致してはどうか。 

 

（３）入湯税を現在の 120 円から 30 円アップの 150 円にし、その財

源を観光振興に充ててはどうか。 

 

 

２ 子育て・教育の一貫した支援体制について 

 

子育て支援課・学校教育課・学習指導センターを集約し、場所

的にも機能的にもワンストップにしてはどうか。 

議 席 

３  

目

黒

哲

也 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

１ 市の子ども育成支援について 

 

現在、南魚沼市では子どもの不登校、問題行動の未然防止、早

期解決の為「心の教室相談」を市内６中学校で行っているが、さ

らに早い段階の小学校から行えないか。 

 

 

２ 看護職、介護職及び教職員の勤続表彰制度の導入について  

 

看護職、介護職及び教職員の勤務継続年数やモチベーションの

アップの為に、勤続表彰制度を導入することは意義があると思う

がいかがか。 

 

議 席 

１  

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

１ 林市政の財政運営と行政課題 

 

（１）財政の現状と今後の考え方 

 

①地方交付税と税収の今後をどう見通すか。 

②実質公債費比率、将来負担比率の積極的な改善に向けた財政

運営は必要でないか。 

③臨時財政対策債の活用をどう考えているのか。 

 

（２）行政課題と財政運営 

 

①折り返しの「総合戦略」の進捗と併せ、今後どう進めるかを

問う。 

②今後投資的経費を抑えるにしても、財政的に負担の大きい事

業もまだまだ多い。それらの財政負担にどう対応するか。  

③「健全財政維持５ヶ年計画」（仮称）を策定しながら、市政運

営を進める必要はないか。 

 

 

２ 高齢者運転免許証返納に伴い高齢者の移動手段の確保をどう進

めるか 

 

（１）市民バスの高齢者割引制度を。 

 

（２）タクシー会社と連携したタクシー料金の割引を。 

 

（３）市民バスとデマンド型交通、市町村運営有償運送等の併用に

よる公共交通の充実で、高齢者の移動手段の選択肢の拡大はで

きないか。 

議 席 

１４  

佐

藤

 

剛 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－16－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

１ 水道料金のさらなる引き下げを求める  

 

（１）基本料金を県内平均の 1,500 円程度まで引き下げる考えはな

いか伺う。  

 

（２）基本料金を口径別の料金体系に変え、10 立方メートル以下の  

使用者の軽減を図る考えはないか伺う。  

 

 

２ 地下水採取条例への対応について 

   

（１）市民や井戸業者からの問い合わせ等に柔軟に対応していると

あるが、具体的にはどのような対応をしているのか伺う。  

 

（２）今後、条例の見直し等は考えていないか伺う。  

 

 

３ 国民健康保険の広域化への対応について  

 

（１）県の仮算定の結果をどう受け止めているか伺う。  

 

（２）今後も今の保険料水準を維持していく考えはあるか伺う。  

 

議 席 

５  

中

沢

道

夫 
（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 


